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木質資源活用産業クラスター構想（21 世紀の真庭塾提供） 

 

年

地域づくり

新木質製品化

エネルギー供給

建材市場

真庭地区木材組合

旭川流域ネットワーク

木材加工技術センター

自治体

地域住民

本

流

製材所B

製材所C製材所A
製材所D

真庭郡木材
事業協同組合

事業所A

事業所B

研究支援技術支援

地域住民地域内事業所

地域外企業群
地域外研究機関

農業その他地域内企業

連
携

真庭森林組合

地球環境産業技術研

究機構荏原製作所大日本製薬ワタナベ工業
クラレ等

樹木・環境ネットワー

ク協会日本地域開発センター

東京大学等

地域外協力機関 森林資源のＬＣＡ確立

高
度
化

効
率
化

注）企業等の名称は、平成15

度段階までに本構想に関与

してきた企業等

地域内真庭ブランド化

真庭バイオマテリアル
有限会社

株式会社

真庭バイオエネルギー

二次製品生産ゾーン

一次製品生産ゾーン

広域ネットワークイメージ

一次製品生産ゾーン
一次製品生産ゾーン

二次製品生産ゾーン
二次製品生産ゾーン
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（２）町並み再生部会の主な取り組み（1998 年～2005 年） 

 

 
「町並み保存事業を応援する会」が始めたのれんの町づくり（真庭市提供）  

 

    
 

草木染「ひのき工房」（真庭市提供）
無料休憩所「顆山亭」（真庭市提供） 

●勝山町の町並み保存地区では、「町並み再生部会」が発足する 1998 年（平成 10 年）11

月をさかのぼること約 1 年 8 か月前の 1997 年（平成 9 年）4 月に地元で住宅設備関係

の会社を経営する行藤公典氏と地元に戻り「ひのき染織工房」を開いていた草木染の染

織作家の加納容子さんなどが設立発起人となって山本地区全戸 19 名を会員とする「町

並み保存事業を応援する会」を設立しのれんの町づくり事業を開始している。のれんの

町づくり事業とは、活動に賛同した各戸（商店、事務所、住宅、公益施設など）が染織

作家の加納さんに依頼してその家にふさわしいオンリーワンの草木染ののれんを作成し

てもらい軒先にかける活動である。町は費用の 1/3 を補助（その後 1/2 へ増額）し活動を

支援、町並み保存事業を応援する会からさらに 1 万円の補助を行っている。当初 16 軒

に始まった活動が現在 100 軒余りにまで普及し、今ではのれんの町は県内外にも広く知

られるところとなり、勝山の町並み保存地区のシンボルとして暮らしを感じる景観を醸し

出す重要な要素となっている。 また、「町並み保存事業を応援する会」の事業として、町

並み保存地区の空き家を借り受け、会員の勤労奉仕により観光客と地元住民とのふれあ

いの場として無料休憩所「顆山亭」の整備を行い 4 月 21 日オープンにこぎつけている。 
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で､世の中の変化に危機感を感じ取った民間企業有志が中心となり『

世紀の真庭塾』を設立し 年間の集中勉強会を始めた。彼らは精力的

な学びを通じ地域の資源を活かしネットワークでつなぐことにより持

続可能な循環型産業を創出するというビジョンを描いた。そしてその

実現に向け民間企業の努力により数々の事業や商品開発に挑戦し着実

な成果を積み重ね、現在真庭市が標榜する木材・バイオマス関連産業
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